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●史跡斎宮跡の活用について／三重県明和町（１月20日）
昭和53年に、三重県と明和町で「斎宮跡の保存にかかる業務分担について」の覚書を締結され、協
力して事業を推進されています。また、史跡を理解するために必要な各施設を史跡内に仮設されてい
ます。
本市も市単独ではなく、県や国と協力して事業を推進していく必要性を感じました。また、本市も
史跡地に施設を仮設できれば、史跡地を理解しやすく、新たな観光スポット創造につながると考えます。

●藤原宮跡花園植栽事業の取り組みについて／奈良県橿原市（１月21日）
藤原宮跡に所在する自治会から藤原宮跡の活用や景観保全に対し
て、意欲的に参加したいとの申し入れがあり、地元自治会と協議を重
ね、「藤原宮跡整備協力委員会」が組織され、植栽事業が継続されて
いました。今後は、関係自治会だけではなく、広く一般市民の参加を
募ることも検討されているようでした。
本市でも水城跡エリア、大宰府政庁跡エリア、観世音寺周辺エリア
などにおいて、ゾーニングした季節の植栽計画を策定すると、観光の
回遊ルート創造につながると考えます。

史跡地活用調査研究特別委員会

橿原市

加西市

質問を行った議員名と質問項目、及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。
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史
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史
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光
客
の
心
の

癒
し
に
な
っ
て
い
る
と
考
え

る
。
新
聞
に
よ
る
と
、
本
市

は
草
刈
り
や
樹
木
の
伐
採
、

清
掃
な
ど
に
年
間
４
千
万
円

か
ら
５
千
万
円
の
費
用
を
か

け
て
い
る
と
あ
る
。
利
用
者

に
僅
か
で
も
費
用
負
担
を
し

て
頂
け
れ
ば
、
市
の
財
政
負

担
を
少
し
で
も
抑
え
ら
れ
る

と
考
え
２
点
伺
う
。

①
史
跡
地
の
維
持
管
理
に
つ

い
て

②
史
跡
地
の
有
効
活
用
に
つ

い
て

①
業
者
委
託
に
よ

る
維
持
管
理
と
、

史
跡
維
持
管
理
協
力
員
に
よ

る
草
刈
り
、
見
回
り
、
清
掃
、

多
目
的
広
場
の
開
け
閉
め
を

行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

公
益
財
団
法
人
古
都
大
宰
府

保
存
協
会
に
大
宰
府
政
庁
跡

周
辺
や
水
城
跡
の
整
備
地
を

中
心
に
維
持
管
理
を
委
託
し

て
い
ま
す
。

②
太
宰
府
市
文
化
財
保
存
活

用
地
域
計
画
で
は
、「
史
跡

の
先
進
的
多
用
途
活
用
を
進

め
、
税
収
や
観
光
経
済
効
果

の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
本

市
固
有
の
文
化
遺
産
の
保
護

に
も
寄
与
す
る
令
和
発
祥
の

都
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
好
循

環
を
目
指
す
」
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
本
市
は
「
梅
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
梅
の

実
を
活
用
し
た
商
品
開
発

や
、
フ
ー
ド
ト
ラ
ッ
ク
社
会

実
証
実
験
な
ど
の
取
り
組
み

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
は
審
議
会
等

へ
の
女
性
委
員
登
用
の
目
標

値
を
40
％
と
し
て
い
る
が
、

令
和
５
年
４
月
現
在
28
・

４
％
と
、
20
年
間
で
微
増
に

と
ど
ま
る
。
現
在
の
認
識
と

今
後
の
方
策
を
明
確
に
す
る

た
め
５
点
伺
う
。

①
女
性
委
員
登
用
の
取
組
と

行
政
運
営
へ
与
え
る
影
響
の

認
識
は
。

②
目
標
未
達
の
要
因
分
析

は
。

③
市
民
へ
の
周
知
啓
発
と
意

見
反
映
の
仕
組
み
や
、
女
性

が
参
加
し
や
す
く
な
る
工
夫

は
あ
る
か
。

④
今
後
の
計
画
や
方
向
性

は
。

⑤
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
よ
る
女
性
委
員
拡
充
へ
の

考
え
は
。

①
女
性
の
登
用
は

市
の
責
務
で
あ
り

必
要
不
可
欠
で
す
。
計
画
目

標
達
成
の
規
定
を
設
け
周
知

徹
底
し
て
い
ま
す
。

②
審
議
会
委
員
に
あ
て
職
が

多
い
の
が
主
因
で
す
が
、
市

民
意
識
調
査
か
ら
は
固
定
的

な
性
別
役
割
分
担
意
識
や
性

差
に
よ
る
偏
見
な
ど
の
影
響

も
伺
わ
れ
ま
す
。

③
市
民
意
識
調
査
の
実
施
や

セ
ミ
ナ
ー
開
催
、
街
頭
啓
発

な
ど
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

付
属
機
関
等
の
会
議
の
開
催

に
当
た
っ
て
は
、
参
加
し
や

す
い
会
議
日
程
の
工
夫
、
事

前
学
習
の
機
会
確
保
な
ど
を

要
綱
に
定
め
対
応
し
て
い
ま

す
。

④
女
性
が
少
な
い
分
野
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消

事
業
を
令
和
７
年
度
か
ら
新

た
に
創
設
し
ま
す
。

⑤
意
識
改
革
と
制
度
の
充
実

が
重
要
と
考
え
、
今
後
も
調

査
研
究
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

女
性
の
審
議
会
委
員
を

増
や
そ
う

馬
場  

礼
子  

議
員

ば

　ば

れ
い

 

こ

問

録画映像はこちら

史
跡
地
管
理
に
役
立
つ

史
跡
地
の
有
効
活
用
を

今
泉  

義
文  

議
員

問い
ま
い
ず
み

よ
し
ふ
み

録画映像はこちら

Q

A

Q

A

全質問項目
◇審議会等への女性委員の登用に
ついて
◇公共施設や空き家を活用した賑
わい創出カフェ事業について
◇バス通学者の乗降問題について

全質問項目
◇史跡地管理に役立つ史跡地の
有効活用について
◇上下水道管のメンテナンスと
道路の維持管理について

大宰府政庁跡広場

市議会議員 人権・同和問題研修報告
日にち：令和７年２月12日
演　題：「太宰府市部落差別の解消の推進に関する条例」について
解　説：人権政策課長
本市議会は、「太宰府市人権・同和問題啓発推進会」構成33団体の
中の一つであり、毎年、自主研修会を実施しています。
今回の研修では、全国で先駆けて自治体独自の部落差別解消推進条
例を施行した、兵庫県たつの市の事例についてDVDを視聴したあと、
人権政策課長より、令和２年12月に「太宰府市部落差別解消推進条例」が制定された背景や当時の状
況についての講話を受け、意見交換を行いました。
本市におきましても、差別のない社会に向けて、より一層啓発および教育を行い、部落差別の解消
を進めていく必要があります。

日程：令和７年１月20日～21日
さいくうあと

ふじわらきゅうせき かしはら

めい  わ

●議会の活性化と議会改革について/京都府福知山市（１月27日）
議会基本条例に基づき①情報公開の推進、 ②市民参加の推進、 ③議会の機能強化（議会の活性化）
について、具体的な事例等を交えながら、活動状況を伺ってきました。例えば情報公開の推進について、
議長・副議長・各委員会の委員長及び副委員長選出の際は志す者による所信表明会が実施されていま
す。議会の機能強化としては「議会政策検討会議」を設けて、政策提言や政策立案に努めてありました。

●議会改革、開かれた議会への取組について/兵庫県加西市（１月28日）
「市民との意見交換会」を平成22年度から年２回開催し、これまで
に24回開催されています。開催形式は第１部で議会報告会を行い、
第２部で市民の関心の高いテーマをあらかじめ設け、グループワーク
方式で意見交換会を実施されています。また主権者教育として「加西
子ども議会」を令和６年11月に開催し、児童が主体的に政治に参画
する意欲の醸成を図られている事例など視察してきました。

議会運営委員会 日程：令和７年１月27日～28日
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